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今月号のなかみ
▼
２
面
＝
第
58
回
総
合
健
康

講
座
、
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
で

豆
ま
き
、
講
演
会
３
月
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル

▼
３
面
＝
理
学
療
法
士
か

ら
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
時

刻
表

▼
４
面
＝
ゆ
き
う
さ
ぎ
通

信
、
今
月
の
レ
シ
ピ

切らずに治療できるサイバーナイフ

切
ら
な
い
治
療﹁
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
﹂

南
東
北
福
島
病
院

脳
神
経
外
科

佐
藤
　
園
美

　
昨
年
４
月
か
ら
郡
山
市
八
山
田

に
あ
る
南
東
北
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
南
東
北
P
E
T
・
サ
イ
バ
ー
ナ

イ
フ
高
度
診
断
治
療
部
門
（
郡
山

市
八
山
田
）
で
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ

が
稼
働
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

「
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
」
︱
。
近
未

来
の
ロ
ボ
ッ
ト
的
な
何
か
を
想
像

し
ま
す
よ
ね
。
ご
想
像
の
通
り
、

主
に
が
ん
な
ど
の
腫
瘍
を
ロ
ボ
ッ

ト
が
放
射
線
で
焼
く
最
新
の
治
療

装
置
で
す
。
メ
ス
で
傷
を
つ
け
た

り
す
る
こ
と
も
な
く
、
痛
み
も
な

し
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
想
像
頂
け

れ
ば
よ
ろ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
は
、
脳
腫
瘍

や
脳
動
静
脈
奇
形
、
頭
頸
部
や
体

幹
部
に
で
き
た
癌
な
ど
の
悪
性
腫

瘍
に
対
し
、
い
ろ
い
ろ
な
方
向
か

ら
細
い
放
射
線
を
当
て
る
こ
と
に

よ
り
、
腫
瘍
の
部
分
だ
け
に
高
線

量
の
放
射
線
を
集
め
、
腫
瘍
を
や

っ
つ
け
よ
う
と
い
う
定
位
放
射
線

治
療
で
す
。
治
療
機
器
に
は
様
々

な
種
類
が
あ
り
、
南
東
北
医
療
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
昨
年
3
月
ま
で

は
「
ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
」
と
い
う
機

器
を
用
い
て
お
り
ま
し
た
。
　

　
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
は
、
６
つ
の

関
節
を
持
つ
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
制
御
し
て
最

大
1
2
0
0
の
方
向
か
ら
正
確
に

放
射
線
を
照
射
す
る
定
位
放
射
線

治
療
装
置
で
す
。
導
入
後
、
す
で

に
脳
疾
患
約
1
5
0
例
、
が
ん
の

脊
椎
転
移
や
リ
ン
パ
節
転
移
35
例

に
治
療
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

︻
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
の
特
徴
︼

❶
治
療
の
辛
さ
、
痛
み
を
伴
わ
な

い
＝
正
常
な
部
分
に
高
線
量
の
放

射
線
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
、
治
療
す
る
部
位
が
ず

れ
な
い
よ
う
に
頭
や
体
を
固
定
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
頭
頸
部
の

腫
瘍
で
は
、
以
前
は
頭
の
固
定
の

た
め
に
ピ
ン
を
頭
皮
に
刺
し
て
い

ま
し
た
が
、
サ
イ
バ
ー
ナ
イ
フ
で

は
ピ
ン
で
の
固
定
は
行
い
ま
せ
ん
。

個
々
の
患
者
さ
ん
に
合
わ
せ
て
シ

ェ
ル
と
い
う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
お

面
や
体
の
形
に
合
わ
せ
た
ク
ッ
シ

ョ
ン
を
作
製
し
て
固
定
し
ま
す
の

で
、
痛
み
や
苦
痛
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
お
面
を
付
け
た
状
態

で
、
台
の
上
で
数
十
分
～
１
時
間

程
度
、
横
に
な
っ
て
い
た
だ
く
だ

け
で
治
療
が
で
き
ま
す
。

❷
治
療
の
自
由
度
＝
病
気
の
種
類

や
性
質
に
よ
っ
て
１
回
ま
た
は
数

回
（
分
割
治
療
）
に
分
け
て
行
い

ま
す
が
、
入
院
で
も
通
院
で
も
治

療
が
可
能
で
す
。

❸
高
性
能
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
＝
従

来
の
装
置
で
は
難
し
か
っ
た
3
㎝

を
超
え
る
大
き
め
の
腫
瘍
や
複
雑

な
形
状
の
腫
瘍
、
顔
面
・
頭
頸
部

の
腫
瘍
に
も
治
療
が
可
能
で
す
。

ま
た
肺
や
脊
椎
、
前
立
腺
、
肝
臓

な
ど
体
幹
部
の
腫
瘍
に
も
治
療
が

可
能
で
す
。（
南
東
北
医
療
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
現
在
、
体
幹
部
の
腫

瘍
に
つ
い
て
は
脊
椎
や
リ
ン
パ
節

へ
の
照
射
の
み
行
っ
て
い
ま
す
）

❹
適
応
と
な
る
疾
患
（
上
図
）
＝

脳
・
体
幹
部
の
各
種
腫
瘍
、
血
管

奇
形
な
ど
に
治
療
が
可
能
で
す
。

❺
費
用
＝
健
康
保
険
診
療
が
適
用

さ
れ
ま
す
。（
一
部
適
用
外
の
疾

患
も
あ
る
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
）

❻
治
療
の
流
れ
＝
★
診
療
を
受
け

て
い
る
医
師
か
ら
情
報
・
資
料
を

提
供
、
相
談
↓
★
治
療
が
可
能
か

ど
う
か
検
討
↓
★
治
療
の
た
め
の

シ
ェ
ル
（
固
定
具
）
作
製
C
T
／

M
R
I
撮
影
↓
★
治
療
計
画
（
１

～
2
日
間
）
↓
治
療
（
入
院
ま
た

は
通
院
）
１
回
30
分
か
ら
１
時
間

程
度
を
１
日
ま
た
は
数
日
に
分
け

て
行
い
ま
す
。
食
事
や
内
服
な
ど

生
活
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

︻
相
談
・
問
い
合
わ
せ
︼

★
南
東
北
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
脳
神

経
外
科
・
菊
池
泰
裕
医
師

★
南
東
北
福
島
病
院
脳
神
経
外
科

（
月
・
木
曜
外
来
）
佐
藤
園
美
医

師
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南
東
北
福
島
病
院
の
第
58
回
総

合
健
康
講
座
は
、
2
月
17
日
㈮
午

後
2
時
か
ら
7
階
講
堂
で
開
か
れ
、

市
民
ら
約
70
名
が
食
べ
る
こ
と
や

飲
み
込
め
な
い
摂
食
・
嚥
下
障
害

に
つ
い
て
学
び
合
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
歯
科
口
腔
外
科
の
宇
波

雅
人
歯
科
医
師
が
「『
嚥
下
（
え

ん
げ
）
障
害
と
は
？
』
む
せ
・
喉

の
つ
か
え
は
そ
の
兆
候
？
～
原

因
・
治
療
・
予
防
ま
で
」
と
題
し

て
講
演
し
ま
し
た
。
宇
波
歯
科
医

師
は
、
食
べ
る
と
む
せ
た
り
、
食

べ
物
が
口
か
ら
こ
ぼ
れ
た
り
す
る

摂
食
・
嚥
下
障
害
の
原
因
を
分
か

り
や
す
く
解
説
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
起
こ
る
障
害
の
危
険
性
を
説
明
。

「
口
の
中
の
ト
ラ
ブ
ル
は
全
身
に

影
響
を
及
ぼ
す
。
少
し
で
も
異
変

を
感
じ
た
ら
受
診
し
て
く
だ
さ

い
」
と
早
期
対
処
を
促
し
ま
し
た
。

　
ま
た
新
田
幸
世
言
語
聴
覚
士
が
、

飲
み
込
ん
だ
も
の
が
気
管
に
入
る

誤
嚥
を
予
防
す
る
「
嚥
下
体
操
」

を
紹
介
。「
こ
の
体
操
は
、
嚥
下

す
る
の
に
必
要
な
筋
肉
を
鍛
え
る

体
操
で
誤
嚥
予
防
に
か
な
り
効
果

が
あ
り
ま
す
。
日
常
か
ら
生
活
に

取
り
入
れ
、
嚥
下
機
能
低
下
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
し
た
。

　
次
回
の
総
合
健
康
講
座
は
3
月

30
日
㈭
午
後
2
時
か
ら
松
岡
玲
子

医
師
（
消
化
器
内
科
）
ら
が
「
腸

の
お
話
」
と
題
し
て
講
演
す
る
予

定
で
す
。
聴
講
は
無
料
で
す
。

　
南
東
北
福
島
病
院
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
恒
例
の

「
節
分
豆
ま
き
」
が
2
月
3
日
㈮

嚥
下
障
害
の
予
防
な
ど
学
ぶ

�

第
58
回
総
合
健
康
講
座
開
く

力
強
く「
鬼
は
外
、福
は
内
」

リ
ハ
ビ
リ
病
棟
で
恒
例
の
節
分
豆
ま
き

嚥
下
障
害
の
兆
し
を
指
摘
す
る

宇
波
歯
科
医
師

日
常
生
活
に
嚥
下
体
操
を
、
と

呼
び
か
け
る
新
田
言
語
聴
覚
士

南東北福島病院講演会3月スケジュール

月日 時間 担当部署
担当者 講演内容 場所 

3/2
（木）

11：30

～

12：00

看護部
佐藤　恵子

ミニ健康講座
「みんなで参加する医療安全」

中央棟1階
医療相談課前

3/7
（火）

10：00

～

10：30
栄養科

高野　夏美
栄養健康教室
「高齢期の食と栄養」

中央棟1階
医療相談課前

3/8
（水）

11：00

～

11：30

リハビリ科
高橋　成美

ミニ健康講座
「健康寿命の延伸と健康体操」

中央棟1階
医療相談課前

3/9
（木）

11：30

～

12：00

看護部
藤倉　佐江子

ミニ健康講座
胃炎・胃潰瘍・胃がんの原因
「ピロリ菌について」

中央棟1階
医療相談課前

3/15
（水）

11：00

～

11：30

医療相談
伊藤　久美子

ミニ健康講座
「認知症ガイドブック（福島
発行）の活用について」

中央棟1階
医療相談課前

3/16
（木）

11：30

～

12：00

看護部
二瓶　淳

ミニ健康講座
「手術体位の実際」

中央棟1階
医療相談課前

3/22
（水）

11：00

～

11：30

リハビリ科
高橋　成美

ミニ健康講座
「健康寿命の延伸と健康体操」

中央棟1階
医療相談課前

3/23
（木）

11：30

～

12：00

看護部
木本　純子

ミニ健康講座
「今日からはじめる認知症予防」

中央棟1階
医療相談課前

3/29
（水）

11：00

～

11：30

リハビリ科
高橋　成美

ミニ健康講座
「健康寿命の延伸と健康体操」

中央棟1階
医療相談課前

3/30
（木）

11：30

～

12：00

看護部
佐藤　茜

ミニ健康講座
「かくれ脱水とは？」

中央棟1階
医療相談課前

14：00

～

15：30

医　局
松岡　玲子

総合健康講座　第59回
テーマ：「腸のお話」

東棟７階
講堂

リハビリ科
深渡　亮平 「おなかに効く体操（仮）」

栄養科
佐藤　あゆみ 「腸にやさしい食事」

昼
前
、
デ
ー
ル
ー
ム
で
行
わ
れ
、

患
者
さ
ん
た
ち
が
豆
ま
き
し
て
厄

払
い
を
し
ま
し
た
。

　
豆
ま
き
開
始
前
に
職
員
が
節
分

の
由
来
を
含
め
地
域
や
場
所
に
よ

っ
て
掛
け
声
の
違
い
が
あ
る
な
ど

を
話
し
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
職
員

が
扮
す
る
赤
鬼
・
青
鬼
が
各
フ
ロ

ア
に
姿
を
見
せ
る
と
患
者
さ
ん
た

ち
は
“
待
っ
て
ま
し
た
”
と
ば
か

り
用
意
し
て
い
た
豆
を
つ
か
み

「
鬼
は
外
、
福
は
内
」。
力
い
っ
ぱ

い
豆
を
投
げ
つ
け
ら
れ
た
鬼
た
ち

は
一
目
散
に
逃
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
患
者
さ
ん
た
ち
は

「
豆
を
た
く
さ
ん
投
げ
て
楽
し
か

っ
た
」「
今
年
も
い
い
福
が
く
る

か
な
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。
今
年
も
た
く
さ
ん
の
「
福
」

が
や
っ
て
く
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

賑やかに行われた豆まき

力いっぱいの豆まきに鬼も降参
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理
学
療
法
士
及
び
作

業
療
法
士
法
第
2
条
に

は
「
身
体
に
障
害
の
あ

る
者
に
対
し
、
主
と
し

て
そ
の
基
本
動
作
能
力

の
回
復
を
図
る
た
め
、

治
療
体
操
そ
の
他
の
運

動
、
及
び
電
気
刺
激
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
温
熱
そ

の
他
の
物
理
的
手
段
を

シャトルバスを
ご利用の皆さんへ

※道路状況により運行に遅れが生じる場合や停車時刻が前後する場合があります。
※シャトルバスの座席には限りがございますので、満員の際はお乗りいただけない場合がございます。
※患者さんの安全を最優先に考え、指定場所以外での途中下車・途中乗降は致しておりません。

フルーツライン・飯坂温泉駅経由⇔飯坂ホーム

しのぶ台・南福島駅経由⇔福島駅西口 高湯街道経由⇔福島駅西口

飯坂ホーム発 湯野木材
8：00
12：50

飯坂温泉駅
8：10
13：00

庭坂駅
8：30
13：20

南東北福島病院着
8：40
13：30

8：06頃
12：56頃

福島駅西口発 南福島駅
9：20
13：50

しのぶ台第2公園
9：50
14：20

9：35
14：05

ここら大森店
9：42頃
14：12頃

しのぶ台仮設住宅 南東北福島病院着
10：00
14：30

9：51頃
14：21頃

堀切地蔵尊バス停
9：53頃
14：23頃

南東北福島病院発 堀切地蔵尊バス停
13：00
16：30

しのぶ台第2公園
13：10
16：40

13：07頃
16：37頃

しのぶ台仮設住宅
13：09頃
16：39頃

ここら大森店 福島駅西口着
13：40
17：10

13：18頃
16：48頃

南福島駅
13：25
16：55

福島駅西口発 エルティ
10：35
14：05

吾妻学習センター分館
10：51頃
14：21頃

10：37頃
14：07頃

テレビユー福島
10：44頃
14：14頃

ここら吾妻店 南東北福島病院着
11：00
14：30

10：54頃
14：24頃

味処みずほ
10：56頃
14：26頃

南東北福島病院発 味処みずほ
10：10
13：40

吾妻学習センター分館
10：19頃
13：49頃

10：14頃
13：44頃

ここら吾妻店
10：16頃
13：46頃

テレビユー福島 福島駅西口着
10：35
14：05

10：26頃
13：56頃

エルティ
10：33頃
14：03頃

花水坂駅南
8：12頃
13：02頃

まるこうさとう
8：20頃
13：10頃

油井商店
8：25頃
13：15頃

いちい庭坂店
8：32頃
13：22頃

ここら吾妻店
8：35頃
13：25頃

味処みずほ
8：36頃
13：26頃

南東北福島病院発 味処みずほ
12：00
15：10

ここら吾妻店
12：05頃
15：15頃

まるこうさとう
12：20頃
15：30頃

飯坂ホーム着
12：40
15：50

12：04頃
15：14頃

いちい庭坂店
12：08頃
15：18頃

庭坂駅
12：10
15：20

油井商店
12：15頃
15：25頃

花水坂駅南
12：28頃
15：38頃

飯坂温泉駅
12：30
15：40

湯野木材
12：34頃
15：44頃

南東北福島病院  シャトルバス時刻表 小文字の時刻は目安としてお考え下さい。

（土・日・祝日・年末年始は運休）月曜日～金曜日運行

理
学
療
法
っ
て
ど
ん
な
こ
と
す
る
の
？

運
動
機
能
回
復
で
生
活
の
質
を
向
上

理学療法士から加
え
る
こ
と
を
い
う
」
と
定
義
さ

れ
て
い
ま
す
。
簡
単
に
い
う
と
脳

卒
中
や
骨
折
な
ど
の
病
気
や
ケ

ガ
、
高
齢
、
障
害
な
ど
に
よ
り
運

動
機
能
が
低
下
し
た
状
態
に
あ
る

人
々
に
対
し
、運
動
機
能
の
維
持
・

改
善
を
目
的
に
運
動
、
電
気
、
温

熱
、
水
、
光
線
な
ど
の
物
理
的
な

手
段
を
用
い
て
行
う
治
療
法
で

す
。

　
理
学
療
法
の
直
接
的
な
目
的
は

運
動
機
能
の
回
復
に
あ
り
ま
す

が
、
日
常
生
活
活
動
の
改
善
を
図

り
、
最
終
的
に
は
生
活
の
質
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。
病
気
、ケ
ガ
、

高
齢
等
何
ら
か
の
原
因
で
寝
返

る
、
起
き
上
が
る
、
座
る
、
立
ち

上
が
る
、
歩
く
な
ど
の
動
作
が
不

自
由
に
な
る
と
、
一
人
で
ト
イ
レ

に
行
け
な
く
な
る
、
着
替
え
が
で

き
な
く
な
る
、
食
事
が
摂
れ
な
く

な
る
、
外
出
が
で
き
な
く
な
る
な

ど
の
不
便
が
生
じ
ま
す
。
誰
し
も

こ
れ
ら
の
動
作
を
人
の
手
を
借
り

ず
行
い
た
い
と
思
う
の
は
自
然
な

こ
と
で
あ
り
、
日
常
生
活
活
動
の

改
善
は
生
活
の
質
の
向
上
の
大
切

な
要
素
に
な
り
ま
す
。
理
学
療
法

で
は
病
気
、
障
害
が
あ
っ
て
も
住

み
慣
れ
た
街
で
、
自
分
ら
し
く
暮

ら
し
た
い
と
い
う
思
い
を
大
切
に

し
ま
す
。

　
当
院
で
も
国
家
資
格
を
持
っ
た

理
学
療
法
士
が
医
学
的
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門
職
と
し
て
理

学
療
法
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
関

節
の
動
き
の
改
善
や
筋
力
強
化
、

麻
痺
の
回
復
、
痛
み
の
軽
減
だ
け

で
な
く
起
き
る
、
座
る
、
立
つ
、

歩
く
練
習
な
ど
の
基
本
的
な
動
作

の
練
習
や
食
事
動
作
や
ト
イ
レ
動

作
な
ど
の
日
常
生
活
動
作
の
練
習

を
専
門
的
な
技
術
や
機
器
を
用
い

て
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
専
門
性
を
生
か
し
福
祉
用
具
や

装
具
の
提
案
や
相
談
、
退
院
前
の

自
宅
訪
問
指
導
に
よ
る
住
宅
改
修

の
相
談
や
家
族
指
導
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
住
み
慣
れ
た
地
域
に
戻

っ
た
後
も
、
障
害
と
向
き
合
い
な

が
ら
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
一
人
ひ
と
り
の
環
境
や
思
い

に
合
わ
せ
た
理
学
療
法
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

︵
南
東
北
福
島
病
院
　
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
　
理
学
療
法
士
　

佐
藤
　
亮
︶

理
学
療
法
と
は

理学療法のあれこれ

▲歩く・座るなどの動作能力の維持・向上▲関節の動きや筋力の維持・回復

▲住宅改修・環境調整

▲日常生活動作の向上 ▲介護指導

▲物理療法

▲補装具の調整
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リ
ハ
ビ
リ
南
東
北
福
島
恒
例
の

「
新
年
会
」
が
１
月
10
日
㈫
各
階

ご
と
に
行
わ
れ
、
利
用
者
さ
ん
た

ち
が
今
年
の
目
標
や
決
意
を
披
露

し
、
歌
な
ど
を
歌
っ
て
新
年
の
ス

タ
ー
ト
を
祝
い
ま
し
た
。

　
各
階
ご
と
に
新
年
会
の
内
容
は

異
な
り
ま
す
が
、
４
階
で
は
利
用

者
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
が
「
リ
ハ
ビ

リ
を
頑
張
る
」「
な
る
べ
く
病
気

を
せ
ず
元
気
に
健
康
に
過
ご
す
」

な
ど
今
年
の
目
標
を
発
表
。
新
春

に
ち
な
ん
だ
歌
を
参
加
者
全
員
で

今月の
レシピ

やわらか大福
電子レンジで
簡単ぎゅうひ♪

翌日でもやわらか大福の
出来上がり

メ
モ

{

リハビリ南東北福島栄養管理

材料（4個分）
　　　  白玉粉
      　  砂糖
　　水
　　片栗粉
　　こしあん
　　　※お好みでいちごやホイップ

を入れてもＯＫ♪

Ａ 60g
30g

100cc
適量
80g

①あんこを４等分し丸めて、冷凍しておく。
②耐熱ボウルにＡを入れ、水を少しずつ加えながらよく混ぜる。
③ラップをふんわりとかけ、レンジ６００ｗで１分加熱して、ぬらした木べ

らで全体をよく混ぜる。
④全体が透明になるまで、③を何度か繰り返し、よく混ぜる。
⑤バットに片栗粉を振り、④を置き、上にも片栗粉をまぶして正方形に

なるように均一に押し広げる。４等分する。
⑥⑤に①をのせて包み、とじる。とじ目に片栗粉を付ける。

電子レンジはでんぷんの加熱が得意です。
ムラなく何度も混ぜることで蒸し物が短時間で
できます。砂糖を入れることで柔らかい仕上がりに。

作り方

二
人
羽
織
や
福
笑
い
で
新
春
祝
う

恒
例
の
新
年
会
を
各
階
で
開
催

利用者さんに大好評だった厄払いの獅子舞

会場いっぱいに笑いを誘った「福笑い」

歌
い
、
新
年
の
お
祝
い
を
楽
し
み

ま
し
た
。
3
階
の
出
し
物
は
「
二

人
羽
織
」。
今
回
は
ス
タ
ッ
フ
が

食
べ
る
役
、
利
用
者
さ
ん
は
食
べ

さ
せ
る
側
と
な
っ
て
ス
タ
ー
ト
。

食
べ
さ
せ
る
役
の
利
用
者
さ
ん
は
、

ケ
ー
キ
を
上
手
に
食
べ
さ
せ
ら
れ

ず
、
ほ
お
や
額
、
目
の
近
く
に
ス

プ
ー
ン
を
運
ぶ
珍
プ
レ
ー
が
続
出

し
、
大
笑
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
2
階
で
は
「
福
笑
い
」
を
行
い
、

目
隠
し
を
し
て
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

へ
の
巨
大
お
か
め
顔
づ
く
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
が
、
外
野
の
「
上
上
、

も
っ
と
下
、
右
、
左
」
と
い
う
ミ

ス
リ
ー
ド
に
こ
ち
ら
も
珍
プ
レ
ー

が
続
出
。
完
成
作
品
は
目
と
口
の

距
離
が
離
れ
過
ぎ
た
り
、
ま
る
で

ピ
カ
ソ
の
絵
の
よ
う
な
状
態
に
な

っ
て
大
笑
い
で
し
た
。
で
も
参
加

者
全
員
で
完
成
さ
せ
た
お
か
め
は
、

あ
る
意
味
、立
派
な
“
芸
術
作
品
”

で
会
場
は
拍
手
喝
采
で
し
た
。

　
各
階
で
は
最
後
に
獅
子
舞
が
登

場
し
利
用
者
さ
ん
全
員
の
頭
を
か

じ
っ
て
回
り
、
厄
払
い
。
獅
子
舞

に
頭
を
か
じ
っ
て
も
ら
っ
た
利
用

者
さ
ん
た
ち
は
「
今
年
も
元
気
で

い
た
い
ね
」
と
酉
年
の
無
病
息
災

と
厄
除
け
を
祈
り
、
獅
子
舞
は
大

好
評
の
よ
う
で
し
た
。


